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平岡公民館だより 

 

令和６年１月１日 第１６６号 

 

１２月２３日（土）に平岡公民館にて「名幸ケ丘

の会」との共催のひらおかハッピータイムを開催し

ました。今年度は、前半にひらおかの里農村公園管

理組合のみなさんを講師に、正月飾りに挑戦！初め

に講師の作り方のお手本を見てから各自作成に入

りました。しめ飾りは作成難易度が高く、うまくで

きるか心配でしたが講師の皆さんからマンツーマ

ンで教えていただくことで上手に作ることができ

ました。後半では〇×クイズを実施。平岡地区の問

題から袖ケ浦市内の問題が出題され、講師の皆さん

も参加していただき、とても盛り上がりました。さら

にクリスマスプレゼントタイムやお菓子のつかみ取

りを行い、和気あいあいととても楽しい時間を過ごす

ことができました。 

びをしました。この遊びは、全身を使って遊ぶことが

でき、子どもの創造力と表現力を育むことができます。 

今回は、段ボールを積み上げる競争や電車ごっこ、大き

なお家を作って親子でかくれんぼをするなど、いろい

ろな遊びを楽しみました。参加者からは「今までした

ことのない、ダイナミックな遊びができて楽しかったで

す。持ち帰って、続きを家で楽しみたいと思います。」

と、嬉しい感想をいただきました。皆さんも家にある

段ボールで、お子さんと一緒に遊んでみてください。 

１２月９日（土）に、第５回お子さんと一緒に！健

康な心と体づくり講座を開催しました。講師に、 

白塚保育園の黒川 義枝先生をお招きし、段ボール遊

平岡地区の皆様

におかれまして

は、新春を迎え心

よりお慶び申し上

げます。 

また、日頃より

公民館事業にご支

援、ご協力いただき厚く御礼申し上げます。 

さて、本年４月より市民や市民活動団体等がより 

活用できるよう教育委員会から市長部局へ移管し利

用制限の緩和を図り、社会教育に関する事業等と一体

的に協働のまちづくりを推進するため平岡公民館は

平岡交流センターになります。 

引き続き社会教育の振興並びに市民の生活文化の

向上及び福祉の増進を図ってまいりますのでよろし

くお願いいたします。 

皆様の健康で幸多い年となりますようご祈念し 

新年のご挨拶とさせていただきます。 

平岡公民館長 鹿嶋章夫 

■「龍」 リメイククラブ 様 

※写真の「龍」はエントランスホールに展示しています。 



  

＜地震発生 30 分から３時間＞ 

消火活動や救急救命活動

を行った後、在宅避難ができ

ないときは、親戚やホテル等

の安全な場所に避難しまし

１２月の小学校家庭教育

学級は、Atelier Euphoria

の冨川直美氏を講師にお招

きし、「クリスマスキャンド

ル作り」を行いました。 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月より、予約された本やリクエストの

本の取り置き期間を１週間※に変更します。 

希望される大勢の皆さんの本が回るよう変更す

るものです。ご理解とご協力をお願いします。 

なお、期限までに来館が難しい場合はお手数です

が受取館までご連絡ください。 

※受取館に図書が届いた日から１週間 

 

１月 

７日（日）令和６年袖ケ浦市二十歳を祝う会

10：30～平川公民館 

13 日（土）新春チャンピオン大会 

9：00 平川公民館 

19 日（金）シニアセミナー 

「献立ゲーム」10：00～ 

20 日（土）国際理解セミナー「ヨルダン、タイ、

ミャンマーについて」10：00～ 

２月１日（木）小学校家庭教育学級 

「パン作り」10：00～ 

日（ ） 

日（ ） 

日（ ） 

おもな行事予定 

 

江戸時代、野里村は旗本６人によって治められて

いました。（複数の旗本によって統治される形態を「相

給（あいきゅう）」といいます。６人の旗本には各々

村役人（名主、組頭、百姓代）が年貢の取り立てなど

をしていました。 

寛政６年（1794）当時の旗本と名主 

旗本 斎藤久右衛門 名主 彦右衛門 

〃 堀田十郎兵衛 〃 儀左衛門 

〃 青沼助十郎 〃 茂左衛門 

旗本 佐藤重兵衛 名主 惣左衛門 

〃 浅井治郎吉 〃 甚五郎 

〃 鈴木四郎治 〃 清兵衛 

名主によって取り立てられた年貢米は約500石

でした。その年貢米は、現在、村の中心にある共有

地（精米所）が「御蔵屋敷」と呼ばれ、そこに保管

され、その後、江戸の各旗本へ船で送られました。 

出典「君津郡誌」 

（野里 伊藤鉄夫） 

 

 図書室からのお知らせ 

 

平岡の REKISHI（歴史） ～「花の野里今昔史だより」の発行（その３）～ 
 

ょう。前述の施設等に避難をすることができないと

きは、指定避難所に避難をします（平時に指定避難

所の場所を確認しておきましょう）。非常持出品は最

小限に、ブレーカーを落とし、ガスの元栓をしめて

から避難しましょう。そして、地域の方々とまとま

って避難をします。一人で避難することが困難な方

がいたら手助けしましょう。 

予約本の取り置き期間を１週間に 
変更します！ 

作り方は、土台にあらかじめ配置を考えておいたキ

ャンドルツリーやマツボックリなどの装飾品を、溶かした

ロウで接着していきます。さらに、ロウが固まった

ら、アロマオイルやラメなどの装飾を加えて、クリスマス

キャンドルの完成です。見た目が可愛く、火を灯すこ

とで優しい香りがしてきます。家族みんなでクリスマ

スを素敵に過ごしていただけたらと思います。 


